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の通りである.
筋立災発根力の比較
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1)林 武 (1950):変滋が作物に及ぼす作用農友園 25(10及11)
2)民捧健吉(1941):水稲の商代日数と商の発根力l亡就て 日.作・絶.13 (1) 
3) 向 上 (1942):水稲苗の地上苛》箆除による発根促進に関する研究 (1)及 (2)，日.作.i!'f2. 13 (3~4) 及
14 (l) 
4) 山本健吾 (1951):水稲の新根阿生力に依る苗の素質検定義及閤 21)(5) 
Summary 
1) Varietal rooting activities ofむheyoung ric日 plantswel'・emensure(l 1>y this author， who 
fOUl1d七ha七色，h巴 youngplal1ts picked up in aft巴l'lloonfrom the valleY-l1urs巴riesshould 1>e Illost 
ac七ivein rooting owing七othe high色errestrialradiittiol1 of th日I・e.
2) The differel1ce in relation to the rooting activity between the aftel'lloou-pickecl plantlets 
and the mornil1g" picked ones， tosay the diurnal range of rooting activities was high In valley-ricc， 
1>ut low in coast-rice. 
3) The varieties of much sensitive to th巴 terrestrialradia七ionand higher in七hediurnal nmge 
of rooむingactivity， for iustance OHANAZA WA No. 1， will aclap七toa valley regiol1， Jmt 1巴SS01' 
low ones， for instauce NORIN No. 41， will to a coast regiou.， 









































































































くに於て， 開始されごているからである.以上ピより， 南瓜の茎の温度も，稲の茎と同様に， 日射量によ
って強く影響されるととが明らかである.
参 考文献
l)踊井栄一郎 (1947)::気候学第5版，東京 p.43-46 
2) 加藤陸奥堆 (1948):見虫の日週活動に関する研究，生物学の準歩(第3続)昭和23年
3)纏谷紀起 (1951):海岸稲と余地治の種生態学的研究 {予報)東北農業第4回大会.講演会
4)横尾多美男 ・服部徳一 (1950)水稲の濯湖水沼会体温について 九州農業研究 7
Summary 
1) The temp日ratUl'ein the stem of 1'ice plaut (varietal uame: OHANAZA ¥VA No. 1) was 
measure<1 by means of tbermo-couple mcthoc1 at both ()f coast. anc¥ valey pac1c1ies. The 
t日mperaturewas found to be infllleucec1 hy .slnlight il1 仙台day，by色。restr.Ialradiatiol il1 the 
night. 
2) These influences were seen in coast-r・iceas sam巴 asil1 valley-rice. 
3) The t巴mperaturein the flower node of squash stem was. also il1clueec1 hy sUl~light， tbe 
femaJe flower positionsωbe high al1c1 the male ones to be low. 
第3報止葉葉鞘に包まれた穏の温度に就いて
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1)大後美保 (19471:i漬物主環気象学 東京， p. 192~194 
2)郡場寛 (193ヲ):地物気候の主要因子としての葉休槌及動 3(1) 
Summar.1 
1) Theωmperature of an ear il the filal leaf sheath rose cvideutly iu the couditioll of 
SUlllight. 
2) The temperatu1'e as ahov巴1l0tOJ1'08e rcmarkahly il色h日 coqslitiouof Willd. 
-，一 一一← w ←一 一 一一一一一一'← 一一
。森 邦 彦 :新潟鯨霧島産植物のー，-に就
いて (K. Mo川 00Rome plants frolU Iul. 












今ノシラ y (OpMopogοn .iabw白イ山 Lodd.)を東
海岸の泊-ì~蓄の前の海岸で採集したのであ る.これ
を植物総覧によって分布を調ぺてみると， ，塞く琉
球より九州1，四国，本州中南部に亙り分布してい
るもので，暖帯色の豊かな植物である・而して本
種l土北見秀夫氏の佐渡島の植物 (1951)及 結減嘉
美氏の飛鳥の植物 (1951)にも言出品されていない
ものである.
次に .Abntu(，nsp. (イチピ属)を西海岸Ol崎附涯
で採集したが立仮に結実していた.若U;L、ヵ:採集
せずにその俵放置しておいたならば本年は出来た
種子によって或は自然蕃砲をしていたかも知れな
いと，思っている.その周囲を随分探し廻ったが，
他には一本も見付け得なかったの・であった.この
;1butuo)l も大休暖僻から黙幣へかけて郷土を有す
る植物色であるから本属のものが育っていたことは
非常に興味が深い釈である.ノγランIt原寛博士
に鑑定をして頂きま した.ここに厚〈御干しを申上
げる次第であります.
